
個人トータル表

女　子 平成27年7月29日 11:10 開始

１回戦

◎ 16 17
77 27 13 58

17 10
17 18

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 中島　　彩 24 0 12 0 0 * 4 大関　采 9 1 3 0 3

* 5 佐藤由璃果 18 0 8 2 3 * 5 小林　永旺 19 2 5 3 1 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 藤川　水紀 0 0 0 0 0 6 重松　真央 3 1 0 0 1 TeamA : : : : : : : : :

* 7 吉田　舞衣 6 2 0 0 2 * 7 岩井　芹奈 13 0 5 3 1 TeamB 15:00 18:30 28:21 32:30 38:35 : : : :

* 8 桐川　美流 10 0 4 2 1 8 大坪　里杏 3 1 0 0 0

9 金子さくら 2 0 1 0 0 9 江頭　春樹 0 0 0 0 0

10 大江　凪紗 0 0 0 0 0 10 杉　亜佑美 3 1 0 0 0

* 11 材津　愛海 13 1 5 0 1 11 仲　晃子 0 0 0 0 0

12 藤川　七海 0 0 0 0 0 12 安丸　彩 0 0 0 0 0

13 佐藤　陽香 2 0 0 2 0 * 13 西　美月 2 0 0 2 2

14 渡部　亜矢 2 0 1 0 0 14 野口　玲菜 0 0 0 0 0

15 押山裕美子 0 0 0 0 0 * 15 杉　咲里奈 6 0 3 0 2

ｺｰﾁ 髙木　優子 0 ｺｰﾁ 萩尾　誠治 0

Aｺｰﾁ 櫻井　美周 Aｺｰﾁ 川村　智佳

合　　　計 77 3 31 6 7 合　　　計 58 6 16 8 10

　　主審： 大倉 守正

　　副審： 高野 杏実

戦評： 記録： 山城高校
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西日本短期大学附属

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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得点経過 八雲学園 西日本短期大学附属

〔 戦 評 〕

東京代表の八雲学園と、本大会初出場の福岡代表西日短期大学附属との対戦。

第1Ｐ序盤、両チームハーフマンツーマンでゲーム開始。八雲学園は、＃4、5を中心に長身を活かしたポス

トプレーで得点すると、西日本短大附は、スクリーンを起点として＃5のドライブ、＃7の3Ｐ、＃15のジャンプ

シュートで応戦し、16対17で西日本短大附が1点リードで第1Ｐを終える。

第2Ｐ、西日本短大附は＃15のドライブインやスティールからの速攻で得点するも、八雲学園＃4の連続得

点や、＃5、11のジャンプシュートで徐々に点差が広がる。西日本短大附は残分5分タイムアウト。フォーメー

ションを使って3Ｐを狙い、リバウンド、ルーズボールに食らいつき点差を縮めようとするが、終了間際に八雲

学園＃7の3Pが決まり前半を43対30と八雲学園リードで終える。

第3Ｐ、西日本短大附は八雲学園の長身を活かしたプレイに対応できず、さらに点差が開き始める。残分1

分、西日本短大附はタイムアウトをとり、ディフェンスをオールコートマンツーマンに変え、流れを変えようとす

るが、八雲学園は落ち着いたボール運びで自分たちのペースを崩さない。60対40と八雲学園リードで第3Pを

終える。

第4Ｐ、西日本短大附はオールコートマンツーマンで勝負をしかけ、積極的にシュートを狙うが、点差がな

かなか縮まらない。対する八雲学園は巧みなパスワークで確実にシュートを得点に結び付け、77対58で八

雲学園が勝利した。惜しくも初戦敗退となった西日本短大附だが、最後まで粘り強く堅守速攻で戦い続けた

選手、一生懸命応援し続けたベンチメンバーの健闘を称えたい。
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